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【公開番号】特開2018-187516(P2018-187516A)
【公開日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【年通号数】公開・登録公報2018-046
【出願番号】特願2018-169173(P2018-169173)
【国際特許分類】
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月8日(2019.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の主な制御を行う主制御手段と、その主制御手段から送信されるコマンドに基づい
て動作する副制御手段と、その副制御手段による制御に基づいて画像を表示する画像表示
手段とを備えた遊技機であって、
　前記副制御手段は、
　前記画像表示手段に表示させる１画面分の画像を描画する画像描画手段と、
　その画像描画手段による画像の描画に用いられる複数の画像情報を記憶する第１画像記
憶手段と、
　前記主制御手段より受信した所定コマンドに対して、前記画像表示手段に識別情報を動
的表示させる所定表示態様を複数の表示態様の中から特定する第１表示特定手段と、
　各表示態様の描画に必要な情報を示す描画情報を１画面毎に規定した第１規定情報を記
憶する第１規定情報記憶手段と、
　前記第１表示特定手段により特定された所定表示態様に対応する前記第１規定情報を特
定する第１特定手段と、
　所定の時間経過毎に更新される更新手段と、
　その更新手段が更新される毎に、その更新された前記更新手段に対応する１画面分の描
画情報に基づいて、前記画像描画手段に対して１画面分の画像の描画を指示する描画指示
情報を生成する描画指示情報生成手段と、
　時間を計時可能な計測手段と、を備え、
　前記画像描画手段は、前記描画指示情報生成手段により生成された前記描画指示情報に
基づき、画像情報を用いて１画面分の画像を描画するものであり、
　前記画像表示手段に識別情報を動的表示させる表示態様は、その表示態様ごとに、前記
動的表示を開始してから終了させるまでの所要時間が予め定められており、
　前記副制御手段は、
　前記第１表示特定手段により特定された所定表示態様で表示を開始してから前記所要時
間が経過した後に引き続き表示する、識別情報の動的継続表示に使用する第１規定情報を
特定する第２特定手段を備え、
　前記主制御手段から送信されるコマンドが前記所定コマンドである場合に、その所定コ
マンドを受信した副制御手段は、前記所定コマンドに対応した時間の識別情報の動的表示
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を特定の表示態様で実行するものであり、
　前記識別情報の動的継続表示は、前記識別情報が所定の動きを繰り返す表示態様であり
、
　前記副制御手段は、
　遊技者により操作可能な操作手段が操作されたことを契機として前記画像表示手段に所
定の表示を行う所定表示実行手段と、
　前記識別情報の動的継続表示期間中に前記主制御手段より所定コマンドを受信した場合
に、前記識別情報の動的継続表示前に実行されていた識別情報の動的表示の確定表示を行
うことなく、受信した前記所定コマンドに対して前記第１表示特定手段により特定された
所定表示態様に基づく識別情報の動的表示を前記画像表示手段にて開始する動的表示制御
手段と、を備え、
　少なくとも前記画像表示手段に前記識別情報の動的継続表示が行われる期間中、前記所
定表示実行手段による前記所定の表示を非実行とすることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記遊技機は、パチンコ遊技機であることを特徴とする請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、遊技の主な制御を行う主制御手段
と、その主制御手段から送信されるコマンドに基づいて動作する副制御手段と、その副制
御手段による制御に基づいて画像を表示する画像表示手段とを備えたものであって、前記
副制御手段は、前記画像表示手段に表示させる１画面分の画像を描画する画像描画手段と
、その画像描画手段による画像の描画に用いられる複数の画像情報を記憶する第１画像記
憶手段と、前記主制御手段より受信した所定コマンドに対して、前記画像表示手段に識別
情報を動的表示させる所定表示態様を複数の表示態様の中から特定する第１表示特定手段
と、各表示態様の描画に必要な情報を示す描画情報を１画面毎に規定した第１規定情報を
記憶する第１規定情報記憶手段と、前記第１表示特定手段により特定された所定表示態様
に対応する前記第１規定情報を特定する第１特定手段と、所定の時間経過毎に更新される
更新手段と、その更新手段が更新される毎に、その更新された前記更新手段に対応する１
画面分の描画情報に基づいて、前記画像描画手段に対して１画面分の画像の描画を指示す
る描画指示情報を生成する描画指示情報生成手段と、時間を計時可能な計測手段と、を備
え、前記画像描画手段は、前記描画指示情報生成手段により生成された前記描画指示情報
に基づき、画像情報を用いて１画面分の画像を描画するものであり、前記画像表示手段に
識別情報を動的表示させる表示態様は、その表示態様ごとに、前記動的表示を開始してか
ら終了させるまでの所要時間が予め定められており、前記副制御手段は、前記第１表示特
定手段により特定された所定表示態様で表示を開始してから前記所要時間が経過した後に
引き続き表示する、識別情報の動的継続表示に使用する第１規定情報を特定する第２特定
手段を備え、前記主制御手段から送信されるコマンドが前記所定コマンドである場合に、
その所定コマンドを受信した副制御手段は、前記所定コマンドに対応した時間の識別情報
の動的表示を特定の表示態様で実行するものであり、前記識別情報の動的継続表示は、前
記識別情報が所定の動きを繰り返す表示態様であり、前記副制御手段は、遊技者により操
作可能な操作手段が操作されたことを契機として前記画像表示手段に所定の表示を行う所
定表示実行手段と、前記識別情報の動的継続表示期間中に前記主制御手段より所定コマン
ドを受信した場合に、前記識別情報の動的継続表示前に実行されていた識別情報の動的表
示の確定表示を行うことなく、受信した前記所定コマンドに対して前記第１表示特定手段
により特定された所定表示態様に基づく識別情報の動的表示を前記画像表示手段にて開始
する動的表示制御手段と、を備え、少なくとも前記画像表示手段に前記識別情報の動的継
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続表示が行われる期間中、前記所定表示実行手段による前記所定の表示を非実行とする。
　請求項２記載の遊技機は、請求項１記載の遊技機において、前記遊技機は、パチンコ遊
技機である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の遊技機によれば、遊技の主な制御を行う主制御手段と、その主制御手段から送
信されるコマンドに基づいて動作する副制御手段と、その副制御手段による制御に基づい
て画像を表示する画像表示手段とを備えたものであって、前記副制御手段は、前記画像表
示手段に表示させる１画面分の画像を描画する画像描画手段と、その画像描画手段による
画像の描画に用いられる複数の画像情報を記憶する第１画像記憶手段と、前記主制御手段
より受信した所定コマンドに対して、前記画像表示手段に識別情報を動的表示させる所定
表示態様を複数の表示態様の中から特定する第１表示特定手段と、各表示態様の描画に必
要な情報を示す描画情報を１画面毎に規定した第１規定情報を記憶する第１規定情報記憶
手段と、前記第１表示特定手段により特定された所定表示態様に対応する前記第１規定情
報を特定する第１特定手段と、所定の時間経過毎に更新される更新手段と、その更新手段
が更新される毎に、その更新された前記更新手段に対応する１画面分の描画情報に基づい
て、前記画像描画手段に対して１画面分の画像の描画を指示する描画指示情報を生成する
描画指示情報生成手段と、時間を計時可能な計測手段と、を備え、前記画像描画手段は、
前記描画指示情報生成手段により生成された前記描画指示情報に基づき、画像情報を用い
て１画面分の画像を描画するものであり、前記画像表示手段に識別情報を動的表示させる
表示態様は、その表示態様ごとに、前記動的表示を開始してから終了させるまでの所要時
間が予め定められており、前記副制御手段は、前記第１表示特定手段により特定された所
定表示態様で表示を開始してから前記所要時間が経過した後に引き続き表示する、識別情
報の動的継続表示に使用する第１規定情報を特定する第２特定手段を備え、前記主制御手
段から送信されるコマンドが前記所定コマンドである場合に、その所定コマンドを受信し
た副制御手段は、前記所定コマンドに対応した時間の識別情報の動的表示を特定の表示態
様で実行するものであり、前記識別情報の動的継続表示は、前記識別情報が所定の動きを
繰り返す表示態様であり、前記副制御手段は、遊技者により操作可能な操作手段が操作さ
れたことを契機として前記画像表示手段に所定の表示を行う所定表示実行手段と、前記識
別情報の動的継続表示期間中に前記主制御手段より所定コマンドを受信した場合に、前記
識別情報の動的継続表示前に実行されていた識別情報の動的表示の確定表示を行うことな
く、受信した前記所定コマンドに対して前記第１表示特定手段により特定された所定表示
態様に基づく識別情報の動的表示を前記画像表示手段にて開始する動的表示制御手段と、
を備え、少なくとも前記画像表示手段に前記識別情報の動的継続表示が行われる期間中、
前記所定表示実行手段による前記所定の表示を非実行とするので、画像表示手段に表示さ
れる表示態様の多種多様化を容易に図ることができるという効果がある。
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